
Ｈ
Ｔ
Ｌ
Ｖ‒

１
に
感
染
し
た

母
親
へ
の
粉
ミ
ル
ク
助
成

　

Ｈ
Ｔ
Ｌ
Ｖ—

１
の
感
染
者

数
は
全
国
で
１
０
０
万
人
以

上
と
言
わ
れ
、
鹿
児
島
県
に

お
い
て
は
10
人
に
１
人
が
感

染
者
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
、
歩

行
障
害
や
排
尿
障
害
が
進
行

す
る
Ｈ
Ｔ
Ｌ
Ｖ—

１
関
連
脊

髄
症
（
Ｈ
Ａ
Ｍ
）
や
成
人
Ｔ

細
胞
白
血
病
（
Ａ
Ｔ
Ｌ
）、

白
血
病
リ
ン
パ
腫
と
い
っ
た

重
篤
な
疾
病
を
発
症
し
、
い

ま
だ
有
効
な
治
療
法
が
確
立

さ
れ
て
い
な
い
。
感
染
者
は

発
症
の
恐
怖
に
向
き
合
い
な

が
ら
苦
悩
の
日
々
を
送
っ
て

い
る
。

　

Ｈ
Ｔ
Ｌ
Ｖ—

１
の
主
な
感

染
経
路
は
母
乳
を
介
し
た
母

子
感
染
で
あ
り
、
粉
ミ
ル
ク

で
の
子
育
て
が
感
染
か
ら
子

供
を
守
れ
る
こ
と
は
明
ら
か

で
あ
る
。
し
か
し
、
全
て
を

人
工
栄
養
、
粉
ミ
ル
ク
で
の

子
育
て
と
な
る
と
、
経
済
的

な
負
担
が
増
大
す
る
。
新
た

な
感
染
者
・
関
連
疾
病
の
予

防
に
よ
る
医
療
費
抑
制
に
つ

な
が
る
た
め
、
人
工
栄
養
、

粉
ミ
ル
ク
の
助
成
を
実
施
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
の
陳
情

者
説
明
。

■問　
本
市
の
Ｈ
Ｔ
Ｌ
Ｖ—

１

感
染
者
は
、
推
計
何
名
く
ら

い
か
。
ま
た
、
粉
ミ
ル
ク
だ

け
の
対
応
で
十
分
な
の
か
。

■答　
本
市
の
年
間
出
産
数
が

約
１
２
０
０
名
、
国
の
平
均

感
染
者
の
比
率
が
1.5
％
と
言

わ
れ
て
い
る
の
で
、
感
染
者

は
年
間
20
名
く
ら
い
と
思

う
。
粉
ミ
ル
ク
だ
け
の
対
応

で
十
分
と
は
言
え
な
い
が
、

感
染
予
防
の
有
効
手
段
と
し

て
認
め
ら
れ
て
い
る
。

■問　
ひ
と
月
に
か
か
る
粉
ミ

ル
ク
の
量
及
び
金
額
は
ど
れ

く
ら
い
か
。
ま
た
、
粉
ミ
ル

ク
で
育
て
る
期
間
は
ど
れ
く

ら
い
か
。

■答　
０
歳
か
ら
６
か
月
で
１

缶
約
３
千
円
。
６
か
月
以
上

で
約
２
千
円
。
月
２
缶
か
ら

３
缶
は
必
要
で
あ
り
、
月
１

万
円
程
度
の
負
担
と
な
る
。

断
乳
・
離
乳
時
期
は
個
々
で

違
う
が
、
１
年
か
ら
１
年
半

程
度
で
あ
る
。

　

本
県
は
昭
和
60
年
代
か
ら

Ｈ
Ｔ
Ｌ
Ｖ—

１
抗
体
検
査
を

妊
婦
検
診
に
取
り
入
れ
、
平

成
22
年
10
月
か
ら
国
も
公
費

負
担
の
対
象
と
し
て
い
る
。

　

感
染
の
主
な
経
路
は
母
乳

を
介
し
て
の
感
染
で
、
ほ
か

に
性
感
染
・
血
液
感
染
が
あ

る
。
献
血
で
は
、
血
液
検
査

が
実
施
さ
れ
て
お
り
、
新
た

な
感
染
は
発
生
し
て
い
な

い
。
Ｈ
Ｔ
Ｌ
Ｖ—

１
は
人
か

ら
人
に
感
染
す
る
が
、
唾
液

で
の
感
染
は
ま
ず
な
く
、
職

場
・
学
校
・
共
同
浴
場
・

プ
ー
ル
等
で
の
感
染
は
し
な

い
。

　

現
在
、
発
病
予
防
策
が
な

い
た
め
、
Ｈ
Ｔ
Ｌ
Ｖ—

１
の

感
染
拡
大
を
防
ぐ
こ
と
が
重

要
で
あ
り
、
主
な
感
染
経
路

で
あ
る
母
子
感
染
を
防
ぐ
こ

と
が
急
務
で
あ
る
。

　

感
染
者
へ
粉
ミ
ル
ク
を
支

給
し
て
い
る
県
内
の
市
町
村

は
、
鹿
児
島
市
と
南
さ
つ
ま

市
で
、
２
市
と
も
１
歳
の
誕

生
月
ま
で
の
12
か
月
間
、
粉

ミ
ル
ク
缶
の
現
物
支
給
を

行
っ
て
い
る
。
南
さ
つ
ま
市

は
所
得
制
限
を
設
け
て
い
な

い
が
、
鹿
児
島
市
は
所
得
税

非
課
税
世
帯
へ
限
定
し
て
い

る
と
の
執
行
部
説
明
。

■問　
助
成
を
実
施
し
て
い
る

鹿
児
島
市
・
南
さ
つ
ま
市
の

例
で
試
算
す
る
と
本
市
で

は
、
ど
の
程
度
の
経
費
が
発

生
す
る
か
。

■答　
出
生
者
１
３
０
０
名

で
、
陽
性
率
１
・
58
％
で
21

名
程
度
、
月
１
缶
２
千
円
の

12
か
月
で
試
算
す
る
と
50
万

４
千
円
に
な
る
。

■問　
粉
ミ
ル
ク
で
育
て
て
も

完
全
に
感
染
を
防
ぐ
こ
と
は

で
き
な
い
と
も
言
わ
れ
て
い

る
が
ど
う
か
。

■答　
胎
内
で
の
母
子
感
染
も

考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

今
回
の
陳
情
を
受
け
て
、

粉
ミ
ル
ク
の
助
成
に
つ
い
て

議
論
を
し
て
き
た
。
鹿
児
島

市
で
の
粉
ミ
ル
ク
の
助
成

は
、
栄
養
が
摂
り
に
く
い
時

代
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。  

Ｈ

Ｔ
Ｌ
Ｖ—

１
感
染
者
へ
の
助

成
も
制
度
と
し
て
加
え
、
多

児
世
帯
に
も
助
成
さ
れ
て
い

る
。
本
市
で
も
、
エ
イ
ズ
、

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
の
方
、
抗
が

ん
剤
な
ど
を
服
用
し
、
母
乳

を
あ
げ
ら
れ
な
い
と
い
う
事

霧
島
市
中
小
零
細
企
業
振
興

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

  　

市
内
企
業
の
９
割
以
上
を

占
め
て
い
る
中
小
零
細
企
業

に
お
い
て
、
経
済
情
勢
の
変

化
や
高
齢
化
、
人
口
減
少
社

会
の
到
来
な
ど
社
会
構
造
の

大
き
な
変
化
等
も
加
わ
り
、

経
営
環
境
が
年
々
厳
し
さ
を

増
し
て
い
る
現
状
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
中
小
零
細
企
業

の
更
な
る
発
展
に
向
け
た
取

り
組
み
を
、
関
係
機
関
が
一

体
と
な
り
継
続
的
に
推
進

し
、
企
業
振
興
に
つ
な
げ
る

と
と
も
に
、
地
域
経
済
の
活

性
化
と
豊
か
な
市
民
生
活
の

実
現
の
た
め
に
本
条
例
を
制

定
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

主
な
内
容
と
し
て
は
、
企

業
振
興
に
関
す
る
基
本
理
念

を
定
め
、
市
の
責
務
、
企
業

の
努
力
、
関
係
者
の
役
割
等

を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ

る
と
の
説
明
。

■問　
こ
れ
ま
で
、
ど
の
よ
う

な
議
論
・
経
過
を
経
た
の
か
。

■答　
商
工
会
議
所
・
商
工
会
・

経
済
同
友
ク
ラ
ブ
・
県
中
小

企
業
家
同
友
会
及
び
市
に
お

い
て
、
７
回
ほ
ど
会
合
を
開

き
、
そ
こ
で
出
さ
れ
た
意
見

等
を
こ
の
条
例
に
反
映
さ
せ

た
。

■問　
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

は
、
商
工
会
・
商
工
会
議
所
に

入
っ
て
い
な
い
と
販
売
先
に

な
ら
な
い
と
聞
く
が
ど
う
か
。

■答　
販
売
に
は
制
限
が
あ
り
、

商
工
会
議
所
・
商
工
会
・
観

光
協
会
の
中
か
ら
加
盟
店
を

選
ぶ
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

理
由
は
、
商
工
会
議
所
・
商

工
会
の
協
力
な
し
に
は
で
き

な
い
事
業
で
あ
る
か
ら
だ
。

■問　
市
内
に
は
中
小
零
細
企

業
は
ど
の
く
ら
い
あ
る
か
。

■答　
小
規
模
事
業
所
が
４
１

０
２
事
業
所
、
中
小
企
業
が

３
２
７
事
業
所
、
大
企
業
が

55
事
業
所
の
合
計
４
４
８
４

事
業
所
で
あ
る
。

霧
島
市
空
家
等
対
策
協
議
会

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

平
成
26
年
11
月
27
日
に
交

付
さ
れ
た
「
空
家
等
対
策
の

推
進
に
関
す
る
特
別
措
置

法
」が
、平
成
27
年
５
月
26
日

か
ら
全
面
施
行
さ
れ
た
こ
と

を
受
け
、
法
に
基
づ
く
協
議

会
と
し
て
、
空
家
対
策
の
協

議
を
行
う
た
め
の
第
三
者
機

関
で
あ
る
「
霧
島
市
空
家
等

対
策
協
議
会
」
を
設
置
す
る

た
め
制
定
す
る
。

　

委
員
に
つ
い
て
は
、
法
に

基
づ
き
市
長
、地
域
住
民
、建

築
等
に
関
す
る
学
識
経
験
者

で
構
成
し
、「
空
家
等
対
策
計

画
」
の
作
成
等
に
関
す
る
協

議
の
ほ
か
、
特
定
空
家
の
判

断
や
措
置
の
方
針
等
、
広
く

本
市
の
空
家
対
策
に
関
す
る

協
議
を
お
願
い
す
る
と
の
説

明
。

■問　
地
域
住
民
か
ら
の
選
任

は
ど
う
す
る
の
か
。

■答　
自
治
公
民
館
連
絡
協
議

会
や
民
生
委
員
・
児
童
委
員

の
協
議
会
に
推
薦
を
依
頼
す

る
。

■問　
こ
れ
ら
の
協
議
会
は
年

齢
的
に
高
い
と
思
う
が
、
若

者
の
意
見
は
反
映
で
き
る
の

か
。

■答　
若
者
の
意
見
聴
取
に
つ

い
て
は
、
検
討
し
て
い
き
た

い
。

■問　
他
の
自
治
体
の
参
考
事

例
は
あ
る
の
か
。

■答　
県
内
で
は
、
お
そ
ら
く

初
め
て
の
動
き
で
あ
る
。

■問　
最
後
の
行
政
代
執
行
の

判
断
は
ど
う
す
る
の
か
。

■答　
判
断
基
準
を
つ
く
り
、

協
議
会
で
協
議
し
て
も
ら

い
、
地
域
の
意
見
等
を
総
合

的
に
判
断
し
、
最
後
は
市
長

が
判
断
す
る
こ
と
に
な
る
。

土
地
の
取
得
に
つ
い
て

  　

取
得
土
地
は
、
県
工
業

技
術
セ
ン
タ
ー
近
く
、
隼
人

町
小
田
の
41
筆
、
面
積
８
万

６
５
７
７
・
２
８
㎡
、
地
目

は
山
林
・
原
野
・
雑
種
地
で
、

取
得
金
額
は
10
億
４
８
８
３

万
４
１
３
７
円
で
あ
る
。

　

こ
の
土
地
は
、
現
在
、
霧

島
市
土
地
開
発
公
社
の
所
有

地
だ
が
、
企
業
立
地
の
促
進

を
図
る
た
め
霧
島
市
土
地
開

発
基
金
を
利
用
し
て
、
市
の

資
産
と
し
て
取
得
す
る
と
の

説
明
。

■問　
坪
単
価
は
い
く
ら
か
。

■答　
坪
当
た
り
約
４
万
円
で

あ
る
。

情
の
方
も
お
ら
れ
る
。
具
体

策
に
は
至
っ
て
な
い
が
、
母

子
保
健
と
い
う
観
点
か
ら
も

検
討
し
た
い
と
思
う
。

所
管
事
務
調
査
よ
り

　

環
境
福
祉
常
任
委
員
会
で

は
、
昨
年
よ
り
錦
江
湾
・
霧

島
市
内
河
川
の
水
質
に
つ
い

て
、
所
管
事
務
調
査
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

５
月
15
日
に
は
小
浜
・
広

瀬
海
岸
干
潟
の
現
地
調
査
、

６
月
29
日
に
は
生
活
環
境
部

へ
質
疑
を
行
い
、
河
川
の
水

質
状
況
、
錦
江
湾
湾
奥
地
域

の
合
併
浄
化
槽
推
進
状
況
の

確
認
を
行
い
ま
し
た
。
９
月

定
例
会
で
政
策
提
言
が
で
き

る
よ
う
調
査
を
引
き
続
き

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

■問　
造
成
地
内
に
水
道
は
敷

設
し
て
あ
る
の
か
。

■答　
市
道
小
田
西
線
に
は
口

径
75
㎜
が
敷
設
し
て
あ
り
、

団
地
内
に
は
口
径
40
㎜
を
引

き
込
ん
で
い
る
。

■問　
誘
致
企
業
は
、
予
定
さ

れ
て
い
る
の
か
。

■答　
現
在
、
あ
る
企
業
と
交

渉
中
で
あ
る
。
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